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本
稿
で
は
、
第
1
回
の
「
都
市
の
二
極
化
時
代
、『
縮

退
戦
略
』
を
実
現
す
る
官
民
連
携
」
を
踏
ま
え
、
大
都

市
・
東
京
の
都
市
づ
く
り
の
方
向
性
に
焦
点
を
絞
っ
て
、

国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
の
方
策
と
官
民
連
携
の
在

り
方
に
つ
い
て
提
言
を
行
う
。

1
．世
界
の
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら
見
た
東
京

　

森
記
念
財
団
が
毎
年
公
表
す
る
「
世
界
の
都
市
総
合
力

ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
よ
る
と
、
2
0
1
3
年
に
お
い
て
東
京

は
ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
パ
リ
に
続
い
て
第
4
位

で
あ
る
。
近
年
の
上
位
の
顔
触
れ
は
変
わ
ら
ず
、
東
京
は

パ
リ
と
3
位
を
争
っ
て
い
る
。
一
方
、
5
位
以
下
を
見
る

と
ア
ジ
ア
の
主
要
都
市
の
評
価
が
上
が
っ
て
お
り
、
中
で

も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
2
0
0
9
年
に
5
位
に
な
っ
て
以
降
、

2
0
1
3
年
ま
で
そ
の
座
を
保
ち
続
け
て
い
る
。
さ
ら
に

6
位
に
は
ソ
ウ
ル
が
つ
け
て
い
る
ほ
か
、
2
0
1
0
年
に

は
20
位
台
だ
っ
た
上
海
、
北
京
も
、
そ
れ
ぞ
れ
12
位
、
14

位
と
順
位
を
上
げ
て
き
て
い
る
。

　

国
内
的
に
は
都
市
の
二
極
化
時
代
を
迎
え
る
中
で
、
わ

が
国
の
国
際
競
争
力
を
牽け

ん
い
ん引

す
る
東
京
は
、
ロ
ン
ド
ン
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
パ
リ
な
ど
の
伝
統
的
な
欧
米
の
大
都
市

と
、
成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
の
大
都
市
と
の
せ
め
ぎ
合
い
の

中
で
、
自
ら
の
存
在
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

く
し
く
も
先
の
都
知
事
選
で
は
、「
東
京
を
世
界
一
の

都
市
に
」
を
公
約
に
掲
げ
た
舛
添
要
一
氏
が
当
選
し
た
。

同
氏
は
「
東
京
に
国
家
戦
略
特
区
」
を
設
け
る
こ
と
を
公

約
と
し
て
お
り
、
今
後
の
東
京
都
心
部
の
戦
略
は
、
ま
さ

に
国
家
戦
略
と
密
接
に
関
連
す
る
重
要
課
題
と
な
っ
て
い

る
。2

．国
際
競
争
力
の
高
い
主
要
都
市
の
特
徴

（
1
）ロ
ン
ド
ン
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、パ
リ

　

ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
の
常
連
で
あ
る
ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
パ
リ
は
、
常
に
世
界
の
中
心
に
あ
る
大
都
市
で

あ
り
、
経
済
、
金
融
、
住
居
、
文
化
、
娯
楽
等
、
多
様
な

魅
力
が
高
密
度
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
3
都
市

か
ら
学
ぶ
こ
と
は
、
ま
さ
に
「
用
途
の
混
在
・
高
密
化
」

で
あ
ろ
う
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
区
の
面
積
は
約
61
平
方
㌔
㍍
で
あ
り
、
全
島

で
用
途
複
合
・
高
度
利
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
は
平
均
容
積
率
が
約
1
4
0
0
%
、

最
も
高
度
利
用
が
進
ん
で
い
る
地
区
は
約
2
0
0
0
%
で

あ
る
。
一
方
、
東
京
の
都
心
3
区
（
千
代
田
区
、
中
央

区
お
よ
び
港
区
）
の
指
定
容
積
率
は
、
3
区
平
均
で
約

5
0
0
％
で
あ
る
。

　

一
方
、
パ
リ
の
容
積
率
は
最
高
で
も
3
5
0
％
程
度
と
、

東
京
都
心
の
容
積
率
よ
り
も
低
い
が
、
パ
リ
で
は
都
心
部

の
住
宅
の
容
積
率
は
通
常
よ
り
も
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る

大
都
市
・
東
京
の
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
の
戦
略
と
は

高
野
寛
之

株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所 

都
市
・
地
域
経
営
戦
略
グ
ル
ー
プ 

マ
ネ
ジ
ャ
ー

た
か
の
・
ひ
ろ
ゆ
き　
2
0
0
3
年
東
京

工
業
大
大
学
院
修
了
、日
本
総
合
研
究
所

入
社
。都
市
開
発
、
P
F
I
／
P
P
P
、

P
R
E
戦
略
等
に
関
す
る
、調
査
・
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
を

担
当
。

　

月
曜
連
載

2
0
3
0
年　
次
世
代
の
都
市
づ
く
り
と
官
民
連
携
③
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た
め
、
都
心
で
の
住
宅
供
給
が
効
率
的
に
行
わ
れ
、
そ
こ

に
商
業
、
業
務
が
誘
導
さ
れ
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
用

途
の
混
在
が
進
ん
で
い
る
。

　

い
ず
れ
の
都
市
も
、
世
界
の
大
都
市
と
し
て
圧
倒
的
な

地
位
を
築
い
て
い
る
背
景
に
は
、
高
い
認
知
度
と
成
熟
度

を
生
か
す
と
と
も
に
、「
コ
ン
パ
ク
ト
な
エ
リ
ア
に
、
高

度
で
多
様
な
機
能
が
集
積
し
て
い
る
」
と
い
う
都
市
構
造

が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
2
）シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

　

一
方
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
国
家
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
国
際
競
争
力
強
化
の
た
め
の
開
発
が

戦
略
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。
中
心
部
に
は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、

ホ
テ
ル
、
カ
ジ
ノ
等
、
多
様
な
都
市
機
能
が
高
度
に
凝
縮

さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
地
域
に
お
け
る

拠
点
性
を
高
め
る
各
種
政
策
が
功
を
奏
し
、
求
心
力
を
高

め
て
い
る
。
こ
こ
で
も
や
は
り
「
用
途
の
混
在
・
高
密

化
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
現
在
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
急
成
長
を
支
え
る

の
は
、
柔
軟
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
制
度
運
用
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
都
市
開
発
は
、
関
連
法
規
の
厳
格

さ
か
ら
開
発
行
為
や
建
築
に
関
す
る
審
査
・
確
認
等
の
手

続
き
が
非
常
に
煩
雑
で
あ
る
。
特
区
を
活
用
す
る
場
合
で

も
、
都
市
計
画
審
議
会
に
よ
る
審
議
等
を
経
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
手
続
き
に
は
膨
大
な
時
間
を
要
す
る
。
仮
に
東

京
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
両
都
市
で
、
同
時
に
同
規
模
の
都
市

開
発
が
行
わ
れ
た
場
合
、
竣
工
ま
で
2
〜
3
年
程
度
の
差

が
つ
い
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
こ
れ
で
は
、
開
発
事
業
の

誘
致
競
争
に
お
い
て
日
本
は
非
常
に
不
利
で
あ
る
。

3
．東
京
の
課
題

（
1
）「
用
途
の
混
在
・
高
密
化
」の
遅
れ

　

以
上
の
主
要
都
市
に
比
較
す
る
と
、
東
京
の
都
心
部
の

「
用
途
の
混
在
・
高
密
化
」
は
、
世
界
の
レ
ベ
ル
で
見
れ

ば
ま
だ
途
上
で
あ
る
。

　

最
大
の
理
由
は
、
現
行
の
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
「
用

途
地
域
制
」「
容
積
率
規
制
」
で
あ
る
。「
用
途
地
域
制
」

は
、
住
居
地
域
と
工
業
地
域
を
区
分
す
る
と
い
う
点
に
お

い
て
、
郊
外
地
域
で
は
一
定
の
意
義
が
あ
る
も
の
の
、
国

際
競
争
力
が
求
め
ら
れ
る
都
心
に
は
、
不
向
き
で
あ
る
。

ま
た
、「
容
積
率
規
制
」
は
都
心
部
に
お
け
る
旺
盛
な
開

発
需
要
を
阻
害
し
て
し
ま
う
作
用
を
持
ち
、
結
果
的
に
都

心
部
に
お
け
る
高
度
利
用
が
、
立
ち
遅
れ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。

　

業
務
、
商
業
、
住
居
な
ど
を
単
機
能
で
平
板
に
配
置
す

る
よ
り
も
、「
混
在
・
高
密
化
」
す
る
方
が
都
市
の
活
気

が
よ
み
が
え
る
こ
と
は
、
丸
の
内
、
六
本
木
を
は
じ
め
と

す
る
近
年
の
都
心
部
の
開
発
事
例
を
見
て
も
、
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。

（
2
）「
都
心
部
全
体
」を
対
象
と
す
る
重
点
化

　

さ
ら
に
、
現
行
の
都
市
計
画
制
度
は
、
汎は

ん
よ
う用

性
を
重
ん

じ
る
た
め
に
全
国
画
一
の
運
用
が
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、

大
都
市
と
し
て
の
成
長
性
や
戦
略
性
に
基
づ
い
た
思
い
切

っ
た
開
発
に
は
抑
止
力
が
働
い
て
し
ま
う
。

　

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
近
年
で
は
、
都
市
再
生
特
別
地

区
等
の
制
度
に
よ
り
、
都
心
部
で
の
高
度
利
用
が
推
進
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
2
0
1
4
（
平
成
26
）
年
2
月
12
日
、

「
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、「
都
市
機
能
誘
導
区
域
」
と
い

う
新
た
な
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
当
該
区
域
内

に
「
誘
導
す
べ
き
施
設
に
つ
い
て
の
容
積
率
お
よ
び
用
途

の
制
限
を
緩
和
す
る
特
定
用
途
誘
導
地
区
を
都
市
計
画
に

定
め
る
」
も
の
で
あ
り
、「
特
定
用
途
誘
導
地
区
」
で
は

容
積
率
と
用
途
の
制
限
が
緩
和
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
動
き
は
、
東
京
の
国
際
競
争
力
の
強
化
の
点

で
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
現
行
の

都
市
計
画
法
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
対
象
も

一
部
エ
リ
ア
に
す
ぎ
な
い
。
本
稿
が
提
起
す
る
の
は
「
一

部
エ
リ
ア
」
に
と
ど
ま
る
現
行
の
特
区
制
度
で
は
な
く
、

都
心
部
エ
リ
ア
の
開
発
を
も
う
少
し
広
域
で
重
点
化
、
迅

速
化
す
る
制
度
で
あ
る
。
世
界
の
競
合
と
渡
り
合
う
だ
け

の
東
京
の
都
市
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
商
業
、
業

務
、
住
宅
、
さ
ら
に
は
高
度
人
材
や
文
化
等
の
多
様
性
に

お
い
て
、
他
の
大
都
市
を
圧
倒
し
て
い
く
た
め
の
思
い
切

っ
た
方
策
が
必
要
で
あ
る
。

（
3
）東
京
五
輪
と
い
う〝
時
機
〟を
生
か
す

　

以
上
の
方
策
を
、
2
0
2
0
年
東
京
五
輪
と
い
う
〝
時

機
〟
を
逃
さ
ず
、
確
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
く
た
め
、
ス

ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
る
。
ロ
ン
ド
ン
は
2
0
1
2
年
の
五

輪
開
催
直
後
、
先
に
見
た
ラ
ン
キ
ン
グ
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
抜
き
1
位
と
な
っ
た
。
五
輪
は
、
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
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る
ま
た
と
な
い
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
機
会
で
あ
り
、
ス
ポ

ー
ツ
や
宿
泊
関
連
の
ほ
か
、
都
市
交
通
な
ど
に
も
大
規
模

な
投
資
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
効
果
的
に
活
用

す
る
た
め
に
も
、
東
京
の
開
発
ス
ピ
ー
ド
の
向
上
は
国
際

競
争
力
強
化
に
と
っ
て
は
必
須
条
件
で
あ
る
。

4
．東
京
が
国
際
競
争
に
勝
ち
残
る
た
め
に
は

（
1
）都
心
3
区
を
重
点
化
す
る 

「
超
高
度
利
用
・
高
密
化
戦
略
地
区（
仮
）」

　

以
上
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
従
前
の
都
市
計

画
の
法
体
系
と
は
異
な
る
大
都
市
向
け
の
新
た
な
制
度
が

必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
例
え
ば
千
代
田
区
、
中
央
区
お
よ
び
港
区
の

都
心
3
区
に
つ
い
て
は
、
国
際
競
争
力
の
強
化
の
観
点
か

ら
、
現
行
の
都
市
計
画
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
法
体
系

を
適
用
す
る
「
超
高
度
利
用
・
高
密
化
戦
略
地
区
（
仮
）」

を
提
案
す
る
。
こ
の
3
区
の
面
積
は
約
42
平
方
㌔
㍍
と
、

先
に
述
べ
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
区
の
約
61
平
方
㌔
㍍
よ
り

も
狭
い
。
ま
た
、
1
平
方
㌔
㍍
当
た
り
の
事
業
所
数
は

2
8
3
9
と
、
東
京
23
区
の
全
区
平
均
（
8
9
5
）、
3

区
以
外
平
均
（
7
5
2
）
の
3
〜
4
倍
の
密
度
で
商
業
・

業
務
機
能
が
集
積
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
都
心
で
も
屈
指

の
高
密
度
の
エ
リ
ア
に
対
し
て
、「
選
択
と
集
中
」
に
よ

る
重
点
的
な
投
資
を
推
進
す
る
た
め
の
特
別
法
を
つ
く
る

イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

前
述
し
た
通
り
、
わ
が
国
で
は
都
市
の
特
性
に
か
か
わ

ら
ず
、
都
市
計
画
法
が
一
律
に
適
用
さ
れ
る
の
が
原
則
で

あ
る
が
、
大
都
市
の
競
争
が
激
化
す
る
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
あ
っ
て
は
、
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
の
特
別
な

法
体
系
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
在

の
法
体
系
を
前
提
と
し
て
「
特
別
に
規
制
対
象
外
と
す

る
」
と
い
う
特
区
の
考
え
方
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
、「
国

際
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
の
法
体
系
を
つ
く
る
」
と
い

う
点
で
、
大
都
市
政
策
に
対
す
る
基
本
姿
勢
を
転
換
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
十
分
な
検
証
と
議
論
が
必

要
で
あ
り
、
一
定
の
時
間
を
要
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し

2
0
3
0
年
を
見
据
え
て
こ
れ
か
ら
取
り
か
か
る
か
ど
う

か
で
、
16
年
後
の
東
京
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
は
ず
で

あ
る
。

（
2
）「
結
果
責
任
」を
導
入
し
、誘
導
と
抑
制
に 

メ
リ
ハ
リ
を

　

さ
ら
に
当
該
地
区
に
お
け
る
開
発
に
つ
い
て
は
、
例
え

ば
金
融
面
や
税
制
面
に
お
い
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
誘
導

策
）
や
デ
ィ
ス
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
抑
制
策
）
を
組
み
合

わ
せ
て
付
与
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
、
固
定

資
産
税
や
都
市
計
画
税
等
の
課
税
措
置
の
ほ
か
、
金
融
面

で
の
各
種
支
援
、
都
心
部
に
お
け
る
開
発
許
可
等
に
つ
い

て
、「
用
途
の
混
在
・
高
密
化
」
に
資
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
強
力
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
導
入
す
る
一
方

で
、
そ
れ
に
逆
行
す
る
行
為
に
対
し
て
は
一
定
の
強
制
力

を
持
っ
た
デ
ィ
ス
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
講
じ
て
い
く
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

　

現
在
の
日
本
の
法
規
制
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
規

模
・
構
造
・
用
途
か
ら
建
物
の
形
態
や
設
備
に
至
る
ま
で
、

細
部
に
わ
た
っ
て
「
箸
の
上
げ
下
ろ
し
」
を
制
御
す
る
傾

向
が
強
い
。
し
か
し
、
今
後
は
国
家
戦
略
の
大
き
な
方
向

性
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
民
間
の
創
意
工
夫
を
、

最
大
限
に
引
き
出
す
法
体
系
を
新
た
に
整
備
す
る
と
と
も

に
、
結
果
が
伴
わ
な
か
っ
た
場
合
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
強

化
す
る
な
ど
し
て
、
民
間
の
「
結
果
責
任
」
を
求
め
る
方

向
に
規
制
の
基
本
思
想
を
転
換
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

（
3
）官
民
協
働
型
の
事
業
会
社
の
設
立

図表　東京23区における1平方㌔㍍当たりの事業所数の密度

出典：総務省統計局「経済センサス-基礎調査」（平成21年7月1日）
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さ
ら
に
、
開
発
ス
ピ
ー
ド
の
向
上
の
た
め
に
は
、
都
市

開
発
に
係
る
権
限
を
、
官
か
ら
民
へ
シ
フ
ト
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
建
築
確
認
申
請
の
手
続
き

等
が
民
間
開
放
さ
れ
、
確
認
申
請
の
ス
ピ
ー
ド
は
短
縮
化

さ
れ
た
。
し
か
し
、
都
心
部
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
許
可

手
続
き
の
一
部
を
民
間
に
委
ね
る
く
ら
い
の
、
大
胆
な
制

度
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
際
、
ど
こ
ま
で
を
民
間
に
委
ね
て
よ
い
か
を
官
が

判
断
す
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
「
民
間
事
業
者

の
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
ス
を
官
に
移
転
す
る
」
仕
組
み
が
必
要

と
な
る
。
官
民
連
携
が
進
む
英
国
等
に
比
べ
、
日
本
は
官

民
の
人
事
交
流
・
移
動
が
極
め
て
限
定
的
で
あ
る
。
こ
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
例
え
ば
都
市
開
発
事
業
を

行
う
事
業
会
社
を
設
立
し
、
そ
こ
に
官
民
が
人
材
を
派
遣

し
合
う
仕
組
み
を
制
度
化
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
大
規
模
な
民
間
開
発
で
第
一
線
を
担
う
民
間

側
の
人
材
と
、
規
制
の
制
度
設
計
を
す
る
官
側
の
人
材
と

が
、
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
の
た
め
に
知
恵
を
出

し
合
う
機
会
が
生
ま
れ
、「
民
に
与
え
る
裁
量
」
と
「
官

が
規
制
す
る
範
囲
」
と
い
う
極
め
て
繊
細
な
バ
ラ
ン
ス
感

覚
が
求
め
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
、
効
果
的
な
解
決
策
を

見
い
だ
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

（
4
）国
際
競
争
力
強
化
に
向
け
た
遂
行
力
の
高
い 

官
民
連
携
を

　

以
上
、
大
都
市
・
東
京
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
官
民

連
携
の
在
り
方
を
総
括
す
る
と
、
官
は
国
家
戦
略
と
し
て

国
際
競
争
力
で
世
界
の
主
要
都
市
を
し
の
ぐ
大
胆
な
政
策

転
換
を
行
う
と
と
も
に
、
国
際
都
市
と
し
て
の
品
格
や
安

全
面
を
確
保
す
る
た
め
に
、
大
都
市
向
け
の
規
制
や
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
在
り
方
を
徹
底
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
一
方
、
民
は
よ
り
大
き
な
裁
量
を
も
っ
て
大
規
模
な

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
責
任
主
体
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　

「
T
O
K
Y
O
」
を
世
界
で
も
有
数
の
魅
力
あ
る
都
市

と
し
て
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
、
官
民
は
こ
れ
ま

で
よ
り
さ
ら
に
難
易
度
の
高
い
役
割
を
、
自
ら
に
課
し
て

い
く
時
代
に
入
っ
て
い
る
。


